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例　言

1　本書は、1993年11月1日～1994年3月31日にわたって発掘調査、整理された長野県佐久市大

字長土呂字曽根新城に所在する曽根新城遺跡Ⅴ地区の埋蔵文化財調査報告書である。

2　本調査は中沢健氏が株式会社住建に造成工事を委託し、貸店舗及び駐車場（株式会社アルペ

ン）建設工事が行われることとなり、埋蔵文化財の破壊が余儀なくされたためのものである。

3　発掘調査は佐久市教育委員会埋蔵文化財課が担当した。

4　本書は森泉かよ子が編集・執筆した。

5　本遺跡の出土遺物は佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　例

1　遺構の略称は次のとおりである。

Ⅱ一住居址　P－掘立柱建物址　D－土坑　M－溝址　P一ピット

2　挿図の縮尺は次のとおりである。

遺構－1／80　カマドー1／40　遺物－1／4　一部異なる縮尺もあり。

3　挿図中におけるスクリーントーンは以下のことを現す。

遺構　地山断面一斜線　焼土一秒目　柱痕一秒目極細　粘土一点

遺物　土器器面黒色処理一点　灰粕陶器一秒目極細

4　遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」として示した。

5　土層・遺物胎土の色調は、1988年版『新版　標準土色帖』に基づいて示した。

6　住居址の調査上の区画は北・カマドを基準としてある。反時計回りにI～Ⅳ区に分けた。
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第I章　発掘調査の経緯

第1節　発掘調査に至る動機

曽根新城遺跡は佐久市の北部、浅間山南麓の末端部にあたり、南西方向にのびる田切り地形の

台地上にある。標高734～736mを測る。

本遺跡は、平成2年度の岩村田北部土地区画事業に伴う仙禄湖線工事に先だって発掘調査が実

施され、「曽根新城遺跡I」として竪穴住居址等が検出されている。

今回、平成5年になって中沢健氏により貸店舗及び駐車場建設（株式会社アルペン）が計画さ

れたため、試掘調査したところ遺構が検出され集落址であることがわかった。発掘調査が必要と

なったため、中沢健氏の委託を受けた佐久市教育委員会が調査を実施することとなった。

土

町
平

●曽根新城遺跡Ⅴ地区1．枇杷坂遺跡群　2．長土呂遺跡群（聖原遺跡）　3．芝宮遺跡群

4周防畑遺跡群　5．鋳師屋遺跡群6．中金井遺跡群　7．曽根城遺跡

8．跡坂遺跡群　9．栗毛坂遺跡群10．曽根新城遺跡

第1図　曽根新城遺跡Ⅴ地区の位置図・周辺遺跡分布図（1：50，000　国土地理院地形図より）
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第2節　調査の概要

遺　跡　名　曽根新城遺跡Ⅴ（NSV）

所　在　地　佐久市大字長土呂字曽根新城112－1，113－5

調査期間1993年11月1日～1994年3月31日

調査面積　約3300d

調査委託者　佐久市大字岩村田356

中沢　健

調査組織　佐久市教育委員会埋蔵文化財課

準　育　長　大井　季夫

教　育　次　長　奥原　秀雄

埋蔵文化財課長　上原　正秀

管　理　係　長　小林　泰子（平成4年4月着任）

埋蔵文化財係長　草間　芳行

埋蔵文化財係　林　幸彦　高村　博文　三石　宗一　須藤　隆司

小林　眞寿　羽毛田卓也　冨沢　一明　上原　学

調査担当者　高村　博文

調　査　主　任　森泉かよ子

調　　査　員　井出　愛子　井出つねじ　大井　キセ　小田川　栄　村松とみ子

木内　明美　茂木とよ子　柳沢千賀子

報告書作成分担

土　器　実　測　森泉かよ子

土　器　復　元　井出　愛子　小田川　栄　　茂木とよ子

図　面　修　正　木内　明美

ト　レ　ー　ス　木内　明美　柳沢千賀子　上原　学
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第3節　調査日誌

1993．7

1993．11．1～5

1993．11．4～

1993．12．1

1993．1～1994．3

試掘調査

重機による表土剥ぎ

遺構プラン確認を始める。機材の搬入。

遺構の検出、掘り下げ、実測作業開始。

現地における作業を終了。機材撤収。

遺物の洗浄，注記，図面修正等に着手。

土器の復元、土器の実測、トレース、遺物の写真撮影等を行い、報告書の編集、

原稿の執筆をして刊行する。

写真1航空写真。トレンチが横に入っている所が曽根新城遺跡Ⅴ地区である。手前の調査区は

区画整理の道路で、曽根新城遺跡Ⅲ地区である。（撮影協同測量社）
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第Ⅱ章　遺跡の立地と環境

第1節　自然環境（第1図）

浅間山の噴出物である降下火山灰砂が堆積し、生活地表面をなしている地質範囲のため、水の

侵食を受け流出し易く、田切り地形が発達している。台地上には集落を中心とした遺跡が分布し、

田切りは浅間山山麓の湧水の流下流路となって、濁川をはじめとして標高750m以下の稲田耕作

を支えてきたと考えられる。（1990・白倉盛男）

第2節　歴史環境（第1図）

本遺跡の周囲は上信越自動車道が開通し、佐久インターが当地に設けられたことにより開発が

盛んな地域である。また遺跡の分布は第1図に記載してあるように、台地の全面に分布している

所である。すぐ北の台地には聖原遺跡があり、佐久流通業務団地造成事業に先だって発掘調査さ

れることになり、平成4年現在までの4年間にわたり7万d以上の調査が進み、竪穴住居址799

棟、掘立柱建物址663棟等を検出している。古墳から平安時代にかけての大集落であり、細長い台

地上全面に広がっている。さらに北の台地に芝宮遺跡があるが、やはり同様の集落が広がってい

る。さらに北の小田井地区にある鋳師屋遺跡群は、古墳時代中期から奈良・平安時代の集落であ

るが、多数の馬骨の出土から、『延喜式』にある御牧・塩野牧、東山道長倉駅に関わった人々の集

落ではないかという遺跡である（1985・堤　隆）。

当遺跡の南には枇杷坂遺跡群上久保田向遺跡があり、ほぼ平行して調査が進み平安時代の集落

が確認されている。殊に上久保田向Ⅳ地区の現在ガソリンスタンド地点で検出された住居址は平

安時代末のもので本遺跡と同時期である。上久保田向遺跡のさらに南域には弥生時代後期の集落

の清水田遺跡、上直路遺跡がある。東隣には周防畑遺跡があり、弥生時代後期・奈良・平安時代

の集落が分布している。

本遺跡の北側には古墳中期の以降の集落が展開し、南側には弥生時代後期の集落が見られる。

しかし、上久保田向遺跡と曽根新城遺跡では今のところ弥生・古墳時代の遺構は検出されず、縄

文時代の狩猟用の落し穴があるのみである。平安時代まで開発されなかった地域である事が解っ

てきた。
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第Ⅲ章　基本層序

第I層　黒褐色土（10YR3／2）

耕作土

第I層　黒色土（10YR1．7／1）

砂質層。低所に堆積。

第Ⅲ層　灰黄褐色土（10YR5／2）

シルト質の緻密土。低所に堆積。

第Ⅳ層　暗褐色土（10YR3／4）

細かいもの～5皿大の砂粒を含む砂層。

第Ⅴ層　黒色土（7．5YR1．7／1）

2～3mm大のパミス含む。粘性あり。

第Ⅵ層　にぷい黄褐色土（10YR4／3）

ローム層

第2図　基本層序模式図　　　第Ⅶ層　明黄褐色土（10YR6／6）

やや砂質のローム。

写真2　基本層序

M3号付近。右の下に下がる線が
M3の覆土。

曽根新城遺跡Ⅴ地区はゆるやかな北斜面にあたり、南と北

の60mの間に標高736．5m～735．3mと1．2mもの標高差が

ある。土層の堆積も傾斜に従って異なった状態になってい

る。図示した基本層序模式図は最も低い地点の堆積である。

高くなるにつれて上から一層ずつ堆模せず、南側は耕土の

下は、ローム層である。遺構は耕土を除去した段階で確認

でき、遺構確認面も地点により異なる。

ー5－



」

一　‾lJ
－

≠ニ受 タ．・
1 ノ ＼

∴

？．竿・b・．．

、・1ヽ 97 2 7 ．1 ′

′

ヽ

：＼
モ2

1

l イ・・‘1
＼ヾ ー‾一一1

J J．°l

t
ス・＿J ト． ∬l！ Il；i

／
／ 、

∴ ノ
木

「

ノノ
ノ′

こ．・・．． ・．ノ′ ヾ L l

．・7 7．9 8

／q l
X ＝ 3 15 2 0

、J ‘

1ヽ
1

頓 宙＼

イブ
73 7＿

ム・‘‾ニi‾‘

こ‾‾‘′ 「 ＼
＿ヽ 1 l

＼∴
＼ ＼、 Y rノ

l

二 三 5．15 、1、、＼ i i 一＿＼

＼
ノ 、＼‘＼

＼ ＼＼ 熊
プ

1
‘㌘ 5 ＿

こ・、

‘′3′

＼

▼＿ 4 7 °
ノ′ 1べ

へ
一

　／ ＼ ゝ．こ
こ、－

J L
∴

．i
ご′一■

．0

3 U

ヽヽ一一

！．／ ／／ 日 l l l l l 、 員 ＼＼
、＼＼ 白 こ′’ ／

q ∴
7 °こ勺＿．

．彪′

＼ l

l Ⅲ

7 7 ．O lネ lコ
く王 子 ト 子 汁 ．

．t－

’隼

r～ノ

＼ N S I Il
ーが、

171も，

bq ′．

一ヽ一．

4ツ
．73 7

．‘繹
・辱

ゥラ‾
‘° 9一′

・乙－．ノ・r

力 云 一　一一㌢ 疎
＿J＿ ・7

i ．
ノ　　＿‘1、t

．▼

が ‾’

．ノン’ デ 79 3 l
ヽ° 妄1 N S rⅥ ‾ ．十

′

・7 1始 2 4
l

1 1
ト ’ぜ tヽ° ．声ヽ ‘X ＝ 3 1 4 8 0

1

7 02

′　． 7 1 7’∴ 、P、、

ヽ’
′　ヽ ヽ

／1
1 ′r

も ．ご7 O e ！ヽ ［7 ．°〇
l
か 1

′
73

1－．一．° も

M 3 5．2 。在 1・K

／ ［
扁鴻

ご青ご・㌍讃

志

t　　‾ヽ J ．‘

H Lこヽ ／
‘ごごヱ

ゝ上
ごこ L グ1

／

・7 、 ！

＿ガ・
茹距葦 ぎごl

ニ‘・ヽ
iここ．ヽ
JJJ．ヽ

．丁ヽ
十二 甲・

′／
ぐ． 　 ／

た　ヽ

ごJrヽ
孟 子ご

＼一位
、＝ ／

、2．JJ

F 幸 薫
J

よ j f
′X ＝ 3 1 4 4 0

・7 ll ． C Jごここ
J

→．H
J

35＿ ．ノ．′

粟 キこごこご
増 根 新 城 Ⅴ （ N S V ）賽

’‘差㍉ さ ノ1ん、 T ナ －JfJ

＼ ／ ．′∬ご

滋ご葺fZ 葺捷

「

・ご訪
振 デで t

！㌔ ノ 7コテ 4

71 ・

．ヽ

ご軍卓 ごご黙 ガ音トノノfrl

．．

1 ‘／
／

．rr°
／

l二＿’’ヽ． ・7 5 ．9 1
Q 0 、 ！ l

l ：ヾ’ ．マご・ff
、－′

÷ J

l 1 一．－ご！
／ ′

I ワ 当

n

誌． ′▼Yぎざ

．’1．．・．′ごご1
l J

J
rLl

l
l と

「
37

7 11 1
l

35．7
ご　t．

l
N S I ・ Iト 、

．
翔語 定子．‘fffJ

3 3
・一1ヱ

＃ f
r

タヽ

テ穀 環i ，ごJJ

．・‾」

l．i 養 ノ

I一地銀ご ．滋プ
‘ィ

＿ヽ‘．．
三上 J

： r∵
鴻捗．

脳 ／ ザ X ＝ 3 14 0 0

】 33 r
ノ － I．・

‥マ
震汐 ＼

・73 2

拓 ．

′

′

／ 1
J

／＼1．’r
J

‘．・E P 一．．ヽ ／を ア
∠

lI 4 4
J

1
1t ・
J サ・
i ごヽ －

1
憾

簿i’
1く

％ ．′ノ
十 ィ・‘

一汗

・71 1

1
1

ビ J
l

＼ ぢ ・ ろ
＼

ヽ 、′ ノノー
顛 756 l

i‾ l 173 ，03 1
！

：垂 ＼ くて‥
．T

1 7 7
ケン′ ′‘ノ′

ノ

一．こヽ
1 ／

1
1 ▼d i iI

ヽ
嘉 ， 声．′

3 7 2

7 32 ，
／ J

J ．

亘

l

㌧・
＼

隻
！∴ ／ ／

グ

q q ・ヽ

こ、
、、 J

二幸 ヽ・7
ヽ

3 0 ／‘ニ 1

： 〒

＼ノ‘

．r夢’

一t

β〉 ＼ ＼′ も、．

7 33
／

l 喪
、、 、、7

′
γ

ノl
／． ＼ ′ ／ ／

7． ／ 3 3
カ 、

一シ レ′ ヽ
X ＝ 3 1 3 6 0

・く

ll

l

＼ ヽ 73 1，

一グ 粛
0 1 ．′

トく

lI

云

Cコ

＼

ーく

ll

喜

くつ

11

7 3．壷、
‘′ ．ヽノ

十

． －．

・7 ，85

）
／ 】

ご　 rヽ

七 ノ′ノ

ノ‘l 3 ．18

ヽヽ1

こ）く
十I

．＿J

乞・ 735 †
0

ノ
4 0

号羽 J ・7 1 G 】 「ミニー ヰヰ l

第3図　曽根新城遺跡Ⅴ地区発掘区設定図（1：1000）

ー6－



／　‾　‾′′
′

一一一一一一一一
一一一一一一一一‾、一一一ヽ

え う しヽ あ －4
tヽ－

け く ’ き か お え ．、、 う しヽ あ －tt
－ヽ－

け く

′

ヽヽ
ヽ
ヽ

6

′′′

′

′

ヽ
ヽヽ
ヽヽ
ヽ
ヽ

7

′′ノ

，／

′
ヽヽ
ヽ

D i 8　（　　 ヽ
8

ノ′′
′

′ M 3 u ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽヽ
ヽヽ
ヽ

9

′
．′′

′′
′

′

H＝7 35 ．13 6
M 4

ヽ
ヽヽ

H ＝73 6 ．042

ヽヽ
ヽヽ
ヽ

1 0

／′′′
．′′

′′

■

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

H 2 0
ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽ

1

ヽヽ

ヽヽ
ヽ
ヽヽ
ヽ

D 2 4

0 ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽヽ

2

ヽヽ
ヽ
ヽ

ヽヽ

D 2 3

焼 土

D 2 9

0

0

D 2 7

Q p l

D 2 6

D 2 2

○○

ヽ
ヽヽ
ヽヽ
ヽヽ

3

ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽヽ

D 2 5
4

ヽヽ
ヽ

ヽヽ
ヽヽ
ヽヽ
ヽ
ヽヽ

5

1
／J
J
J
J
JI

ヽ
ヽヽ

ヽヽ
ヽヽ
ヽ

6

J
J

ヽヽ
ヽヽ
ヽヽ

D 2 1

0ヽ　0ヽ

H 19
■ 1

7 i

、、～

ヽヽ
ヽヽ
＼ヽ

忘 D 二二三
′

′′′

8

ヽヽ
ヽヽ
ヽヽ
ヽヽ

I

／
9

ヽヽ
ヽ
ヽヽ
ヽヽ
ヽ

D 19

0
00 ′′ H＝736．620

1 0

ヽヽ
ヽヽ
ヽヽ
、、　　 D 30－D

i′
1

0 lO m ヽヽ
ヽヽ
ヽヽ
ヽヽ
ヽ

31
／ 2

T、、、 T

I

縄文時代　　土坑　　　　D19・D20・D21・D22

平安時代　　竪穴住居址　H19・Ⅱ20

土坑　　　　D23・D24・D25・D26・D29

溝状遺構　　M3・M4

時期不明　　土坑　　　　D28・D30・D31

第4図　曽根新城遺跡Ⅴ地区全体図（1：500）
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第Ⅳ章　遺構と遺物

第1節　竪穴住居址

1）H19号住居祉

遺構（第5・6図、写真3～9）

調査区南西中央のPき－7グリットにある。全体層序第Ⅵ層にぷい黄褐色土で検出された。カ

マド南と北東の一部に撹乱が入っていたが、全体の残りは良好である。南北5．1m東西4．2mの隅

丸長方形を皇し、壁残高は20cmを測る。カマドは南東隅にあり、主軸方位N－180－Wをさす。覆

土は黒色土で小円礫を含む。壁際には黒褐色土がある。床面は黄褐色ロームと黒色土の混入した

土を貼り床し、堅く締ま云ていた。床下は生活面より、4～10cm程掘り込まれて下がり、隅は土

坑状に低くなる。

柱穴は主柱穴4本であるが、Pl～P3は柱痕の残る深いピットが検出されたが、P4はわず

かに窪むだけのピットであった。円形で径30～62cm深さ55～67cmを測る。土坑は南西隅と北東に

あり、Dlは長径120cm短径90cmの楕円形で深さ55cm。D2は長径110cm短径80cmの楕円形で、深

さ19cmの浅いところで貼り床の土層が薄く弧状にあるのが観察された。最初の掘り込みは床より

56cmまで下がり、貼り床層は土坑の陥没によるものと思われる。また床下よりP7からP14の

ピットが検出された。P9・10・12・14はⅡ19の主柱穴より南西にややずれた位置にあり、旧住

居址が下に存在し、本住居址は拡張したようである。

カマドは南東にあり、南の撹乱によりカマドの右袖の一部が壊されている。カマドほ20cm大の

石を組んで、にぷい黄褐色粘土を充填したものであるが天井部は削平され両袖を残していた。カ

マドの規模は火床部幅100cm奥行き110cmを測る。焼土は良く残り、火床部も良く焼け込んでいた。

H19土層説明

1 ．黒色土 （10Y R l ．7／ 1 ） 7 ．黒褐色土 （10Y R 2 ／ 3 ）

5 Ⅲm大 の小円礫を含む。まれに 1 cm 大のパ ミス含む。 1 cm大の ロー ムブ ロックを含み、上面が叩かれて しま りのあ る貼 り床層。

2 ．黒褐色土 （10Y R 2 ／ 2 ） 8 ．黒色土 （10Y R l ．7／ 1 ）

壁際 で ローム含む。 細かい礫含む。 しまりな し。

3 ．黒褐色土 （10Y R 2 ／ 3 ） 9 ．黒色土 （10Y R l ．7／ 1 ）

黒色土 に ローム含む。 ローム ・パ ミス粒混入す る貼 り床。堅緻。

4 ．暗褐色土 （10Y R 3 ／ 3 ） 10 ．暗褐色土 （10Y R 3 ／ 4 ）

柱痕。砂質 。 ローム粒子多 く、まるで しま りな し。 砂質。 ロー ムに黒色土含む。

5 ．黒褐色土 （10Y R 2 ／ 2 ） 11 ．暗褐色土 （10Y R 3 ／ 3 ）

黒色土 と黒褐 色土でブ ロックを含む。 砂質。

6 ．暗褐色土 （10Y R 3 ／ 3 ） 12 ．明黄褐色土 （10Y R 6 ／ 6 ）

ローム （砂質） 多い。 砂質。
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第5図　Ⅱ19号住居祉実測図
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写真4　H19号住居址。掘り方。（東より）左下がカマドの跡。新たな柱穴も出てきて、下に旧住
居址の存在が確認された。

癖言竿＿皐．　．

写真5　H19号住居址カマド残存状態。（北より）
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4 ．褐色土 （7 ．5Y R 4 ／ 4 ）

灰層に多 くの廃土混 じる。

5 ．極暗褐色土 （7 ．5Y R 2 ／ 3 ）

焼土粒子多 く含む。

6 ．赤褐色土 （2 ．5Y R 4 ／ 6 ）

焼けた ロー ム （砂質）。

7 ．黒褐色土 （10Y R 2 ／ 2 ）

粘土主体。

1 ．黒色土 （10Y R l ．7／ 1 ） 8 ．黒褐色土 （10Y R 2 ／ 2 ）

にぷい黄褐色粘土を含む。 細かいパ ミス 3 Ⅲl大 とパ ミス含む。

2 ．暗赤褐色土 （10Y R 5 ／ 3 ） 9 ．暗褐色土 （7 ．5Y R 3 ／ 3 ）

焼土層。 砂質。

3 ．にぷい黄褐色土 （10Y R 5 ／ 3 ） 10．赤褐色土 （5 Y R 4 ／ 6 ）

灰層。 砂質 ロー ム、少 し焼ける。

第6図　Ⅱ19号住居址カマド実測図

写真8　カマド火床部を出した状態。（北西より）写真9　H19号住居址カマド掘り方。
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遺物（第7図・写真10）

全体でテンバコ半分程の土器が出土し、図示した点数は少ないが破片は多い。土師器・須恵器

・灰粕陶器がある。

須恵器は図示できるものがなく、破片である。大聾の胴部片で外面は浅い平行タタキ目を雑に

し、内面は円弧文のタタキである。

灰粕陶器は小破片が2個あり、小瓶と壷の胴部片である。

土師器は嚢・羽釜・杯・小皿形土器がある。

饗は図示した7が胴下半分はあり、口綾部形はわからないが、器肉が1cmと厚く、外面へラケ

ズリ調整である。

同じタイプでもう少し厚手で、堅く焼成の良い、大きいタッチのケズリを施すものもある。

他に嚢で口縁部横ナデ、胴部縦のへラナデの口綾部形「く」の字に外債するものは、器肉8mm

である。内外黒色である。

賓あるいは鍋になるのであろうか、口綾部が内稜を持って凹んで外債するものは、内面横ナデ、

外面口綾部は横ナデ、胴部は縦方向のへラケズリの後、横方向に雑なミガキを施している。

『≡±＝グ

『＝影フ。
日メ瀾り方

生＿＿（1：4）1P皿

第7図　H19号住居址出土遺物実測図

写真10　Ⅱ19号住居址の土器。土師質の杯・小皿類が主体となる。聾類は厚手、羽釜は鍔が全周
しないものになる。

ー12－



羽釜は鍔が切れて一周しないものだけで2種あり、両方鍔を欠いている。一つは口綾部から鍔

まで3cm、ロ縁端部は丸みを持ち、推定口径33cm、羽釜としては薄手で器肉8皿を測る。調整は

外面口綾部は横ナデ、胴部縦ナデされる。他はロ縁部端部を面取りし角張り、ロ縁から鍔まで

1．2cm、器肉1cmを測る。調整は同様である。

土師器賓類の胎土は1から2皿大の粗い粒子をまれに含むが全体的には細かいものである。焼

き締まりはものにより、全般には締まっているが、胴部ナデ調整の饗ないし鍋は軟質である。

土師器杯類は小皿と杯がある。椀は破片のみである。小皿は図示した1・2が焼成も良く、端

部・身部細身である。胎土は粉末質の細かいものである。それとは対称的に3・4は分厚く端部

も丸く肥厚し、焼成もあまく、調整も雑である。3は粗い砂粒を多く含んでいる。

土師器杯は2つ示したが器形が異なるものである。5が底部径が小さく、口縁上部で内稜を

持って外板する。内外面ロクロ検ナデであるが、内面の底は押さえて渦を残している。黒色であ

り、黒色処理したか。胎土は緻密である。6は1・2と胎土・色調・調整の似た杯で5より底部

径が大きく内湾気味に立ち上がり、端部が外反気味になる前代より続く器形である。

聾類はロ綾部が「く」の字形に外傾、羽釜は鍔が全周せず、土師器小皿があり、肥厚したもの

がある。土師器杯は内外面ロクロ調整のものであることなどから、11世紀末から12世紀にかかる

住居址であろう。

写真11左側の白い部分がH20号住居址。中央にあるのがⅡ19号住居址。3300I戒の中に竪穴住居
址は2棟のみ検出された。（北東より）
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2）H20号住居祉

遺構（第8・9図、写真12～16）

④

E E’　　　F F

粟蕊
P5

隈示h・監
P8

表二

せ′態－′
P9

忘旦′
P7

J J’

‾　51‾

車

L車上’鉢′

標高735．74m
O　　　（1：80） 2m

1．黒色土（10Y Rl．7／1）

5皿大の円礫を含む（パミス粒も）。

2．．黒褐色土（10Y R 2／．2）

砂質のローム粒含む。緻密土。

3．黒色土（10YR 2／1）

4．黒褐色土（10YR 2／3）

柱痕。しまりなし。砂質のローム多く含む。

5．暗褐色土（10YR 3／3）

しまりなし。砂質ローム。

6．にぷい黄褐色土（10YR 5／4）

砂質ローム。くすむ。

7．黒褐色土（10YR 2／2）

砂質。

8．黒色土（10YRl．7／1）

5皿大のパミス含む。上面はかためられていた。

9．黒褐色土（10YR 2／2）

にぷい黄褐色ロームを入れこんだ非常に堅い貼り床。

10．暗褐色土（10YR 3／4）

黒褐色土とロームの混合土。固い。

11．黒褐色土（10YR 2／3）

ロームを含み、固い。地山か。

12．褐色土（7．5YR 4／6）

焼けた床。

第8図　Ⅱ20号住居址実測図
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調査区東寄り中央のPうー1ダリットにある。検出面は全体層序第Ⅴ・Ⅵ層の黒色土とにぷい

黄褐色土である。北側はその黒色土のため遺構検出時に下げすぎて北壁を消失している。かろう

じて規模はつかむことができ、長軸5．0m短軸4．5mのやや南北に長い隅丸長方形を呈す。主軸方

位はN－300－Wを指す。カマドは南東隅にある。覆土は黒色土で、5皿大の小石を含む。

床面はにぷい黄褐色ロームを入れ込んで叩いており、非常に締まった床であった。ただし、D

2の上面は黒色土がそのまま固められ、他ほど締まっていなかった。床面から床下の掘り込み面

までは3cm程下がるのみである。なお、10層は掘り込んであるか地山かは、ちょうど地山も漸移

層であるため確実ではない。床面からは片側が南壁中にある4本の主柱穴（Pl～P4）、それに

沿うような南壁のP6・P9。出入口施設のピットP5・P8と壁下に小ピットPlO・11がある。

主柱穴は、円形で径34cm～44cm、深さ37cm～53cmを測る。土坑が南西隅にあり、楕円形で長径80

cm短径64cm深さ58cmを測る。床下からは土坑と新たなピットが出てきた。床下土坑というほど深

いものではないが、中央に長径2．5m深さ9cmの円形の落ち込みがある。柱穴のP12・13が深くて

良好である。この住居址が拡張ないし建て直しされたことが確認された。周溝が全周している。

カマドは南東隅にあり、天井部大半は除去され、押しつぶされた状態でわずかに残っていた。

奥行き110cm、火床部幅80cmを測る。にぷい黄褐色粘土を含む黒褐色土で構築され、数個の石が混

在し、肩にはポイントとなる石とピットがあく。火床には炭化物・焼土層が残り、良く焼け込む。

（1：40）　1111

5．暗褐色土 （10Y R 3／3）

ローム粒子含む。

1．黒褐色土 （7．5Y R 2／2） 6．黒褐色土 （7．5Y R 2／2）

5皿～1cm大の焼土ブロックを含み、粘性あり。 粘土を含む土が焼けている。サラサラ。

2 ．褐色土 （10Y R 4／4） 7．明赤褐色土 （5Y R 5／6）

灰主体層、焼土、炭化物粒子含む。 黄褐色ロームが焼けている。

3 ．明赤褐色土 （5Y R 5／6） 8．暗褐色土 （7．5Y R 3／4）

よく焼けている。 焼土含む。

4．黒褐色土 （5 Y R 3／1） 9．赤褐色土 （5Y R 4／8）

薄い炭化物層、上面にあり。焼土粒子多い。粘性なし。 焼土層。

第9図　H20号住居址カマド実測図
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写真14

Ⅱ20号住居址。

カマド残存状態。

（東より）

写真15

H20号住居址。

カマド火床部を出

した状態。

（東より）

写真16

H20号住居址

カマドの掘り方。

（北西より）



遺物（第10図・写真17）

遺物は土器のみで、実測個体の他はそれほどない（大ビニール袋1）。須恵器・土師器がある。

須恵器は実測個体はなく、葉形土器の胴部片が3あり、平行タタキ目を施している。内面はナデ

調整されている。拓本に示した17は須恵器大賓のロ縁で、櫛状具により施文されている。

土師器は羽釜・小皿・杯・椀・高台付きの皿形土器がある。羽釜は断面形三角形の鍔が全周す

る。丸みのある口縁で、口縁から鍔まで4cmあり、器肉8mmと比較的薄手のものである。丸底気

一二‾「∴2

『≡巨ヲ㌔II…

‾14

＼、＿上戎p5　と虫14【剛

∴∴。㍉－∴5

○　（1：4）　坤皿

Ⅲ区検出面
目区1層

第10図　Ⅱ20号住居址出土遺物実測図

戎付近
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味の底部がある。

土師器小皿は、丁寧な作りで、1はそれほど明確でないが、内面に緩やかな稜を持って外反す

るものである。

土師器杯は口綾部が直線的に外傾する5・13と、内湾気味に開き端部で外反気味となる6・7

・8とがある。口径は15cm台で大きいが、器高は4cm台で低い。調整は内外面ロクロ横ナデであ

るが13は全面にミガキ調整が施された美しいものである。

高台の付く皿形土器は小型晶で高台が割合的に高い。長脚で厚く、高台というより逆にしても

器になりそうな器形である。

椀は高台部を欠損してわからない。口綾部は内湾して外債し、外稜を持って端部外反するもの

である。

小皿・杯等の胎土は粉末質の細かいものである。焼き締めはあまく軟質である。15の皿は細か

い石英粒の粒子が分かり他と異なる。この住居祉からは煮沸具が少なく、供膳具の杯類の多いこ

とが目立つ。

羽釜の存在、器高が低く内稜もって開く小皿の存在、器高の低い杯形土器など・より、12世紀代

に位置づけられる住居牡であろう。
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第2節　土坑

1）縄文時代の土坑

D19号土坑（第11図、写真18～21）

調査区南端中央のPあー10グリットにある。東側の深い撹乱により一部壊される。楕円形を皇

し、長径3．0m短径1．4m深さ46cmを測る。覆土は黒褐色土・褐色土で、にぷい黄褐色土が壁際に

ある。土坑底面は長径2．3m短径0．9mの中くびれとなる楕円形で、3個の円形のピット範囲が

あった。ピットは径15～22cm深さ48cmを測り、杭痕は径8cmで、黒褐色土が入り、その埋め土は

にぷい黄褐色ロームである。遺物は出土していない。

一－凋遜－－

標高736．14111
0　　　　（1：80）　　　2nl

Dlg土層説明
1 ．黒 色 土 （10Y R l．7／ 1 ）

1 ～ 5 Ⅲ 大 の細 か い パ ミス と、 ま れ に 2 CⅢ大 の

パ ミス 含 む 。

2 ．褐 色 土 （10Y R 4 ／ 4 ）

砂 質 ロー ム 多 く含 む。

3 ．に ぷ い 黄橙 色土 （10Y R 7 ／ 4 ）

1 血m大 の砂 質 ロー ム層 。

4 ．黒 褐 色 土 （10Y R 2 ／ 2 ）

ロー ム粒 子 含 む。 柱 痕 、 しま りな し。

5 ． 暗 褐 色土 （10 Y R 3 ／ 3 ）

ロー ム主 体 くす む 。 柱 痕 、 しま りな し。

6 ． に ぷ い黄 褐 色 土 （10 Y R 5 ／ 4 ）

ロー ム くす む 。

第11図　D19号土坑実測図

l鵠＿＿l‾‾義I
J

写真18　D19号土坑。底面を出した状態。底面の黒いところがピット痕である。（北より）
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写真19　D19号土坑。（西より）土層堆横状態。

写真20・21D19号土坑のピット半裁状態。杭の入り込んでいた様子がよく分かる。下は
ピットを掘り上げた状態。（南より）
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D20号土坑（第12図、写真22・23）

調査区南端東の0け－8グリットにある。北側に撹乱があり、北側が壊されている。長軸残長

2．5m短径1．4m深さ40cmを測り、楕円形を呈する。覆土は黒色土・褐色土が入り、壁際はにぷい

黄褐色ロームである。底面からピットは検出されなかった。底面は2．OmxO．7mである。

D20土層説明

くl
櫻高736．24m

（1：80）　　　2m

1 ．黒色土 （10Y R l．7／ 1）

1～5 Ⅲ1大の細かいパミスとまれに2cm大のパミス含む。

2 ．褐色土 （10Y R 4 ／4 ）

砂質ローム多く含む。

3 ．にぷい黄橙色土 （10Y R 7／ 4）

1 m 大の砂質ローム層。

第12図　D20号土坑実測図

十二一二∴．こ．守

志」‾．1‾＿
写真22　D20号土坑。土層堆積状態。（南より）

叫醸二、、ご海料

瀾帝諺
写真23I）20号土坑完掘。底面からピットのプランは検出されなかった。（西より）
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D21号土坑（第13図、写真24・25）

調査区西端中央のPこ－7グリットにある。西側は調査区外ですでに工事により壊されていた。

長径3．0m短軸残長1．3m深さ56cmを測る。底面からは3個のピットが検出されたが、円形で径

14・16・22cm深さ14～22cmと浅いものであっ挺。遺物は出土していない。

D21土層説明

＼　　ニ

標高735．64111
0　　　（1：80）　　　2nl

第13図　D21号土坑実測図

1 ．黒色土 （10Y R l ．7／ 1 ）

1 ～ 5 皿大の細かいパ ミス とまれに 2 cn 大

パ ミス含む。

2 ．褐色土 （10Y R 4 ／ 4 ）

砂質 ロー ム多 く含む。

3 ．にぷい黄橙色土 （10Y R 7 ／ 4 ）

1 m 大の砂質 ローム層。

4 ．褐色土 （10Y R 4 ／ 4 ）

ロー ムが多い、砂質、 くずれ易 い。

5 ．にぷい黄橙色土 （10Y R 4 ／ 3 ）

砂質 ロー ムに、黒色土混 じる。

6 ．褐色土 （10Y R 4 ／ 6 ）

砂質 ロー ム。

7 ．褐色土 （10Y R 4 ／ 6 ）

い くらか 6 層 よりくすむ。

写真24　D21号土坑。完掘。（西より）

、’．錮痴昏

謡＿l‥・＿＿＿＿l…
写真25　D21号土坑。土層堆積状態。（北より）
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D22号土坑（第14園、写真26～30）

調査区中央、Pえ－4グリットにある。長径3．1m短径1．7m深さ70cmの楕円形の土坑である。

断面形は二段階の逆台形を皇し、底面は長方形に近く、2．4mX60cmを測る。覆土は黒色土、褐色

土・にぷい黄褐色土である。底面からピットが2個検出された。ピット径16・20cm深さ50cmを測

り、杭痕には黒褐色土、埋め土は明褐色ロームである。遺物は黒曜石製の石鉄が黒色土より出土

している。長さ2cm幅1．5cm厚さ1．5mである。

！　　ニ

㍉㍉1－
旦

腰高735．74111
日：80）　　　2nl

第14図　D22号土坑実測図

D22土層説明

1 ．黒色土 （10Y R l ．7／ 1 ）

1 ～ 5 Ⅲ大の粉かいパ ミス とまれに 2 C皿大

パ ミス含む。

2 ．褐色土 （10Y R 4 ／ 4 ）

砂質 ロー ム多 く含む。

3 ．にぷい黄橙色土 （10Y R 7 ／ 4 ）

1 皿大の砂質 ローム層。

4 ．黒褐色土 （10Y R 3 ／ 2 ）

ロームが多い、砂質が顕著で くずれ易い。

5 ．黒褐色土 （10Y R 3 ／ 2 ）

ローム粒子及びパ ミス含む。柱痕。

しま りな し。

6 ．黄褐色土 （10Y R 5 ／ 6 ）

ローム。

写真26　D22号土坑。土坑底面から2個のピットプランが出てきた。（南より）
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写真27　D22号土坑。土層堆着状態。（西より）　写真28I）22号土坑ピット半裁状態。（南より）

写真29　D22号土坑。掘り込んだ穴に杭が埋められているのがよく分かる。

写真30I）22号土坑。ピットを掘り上げた状態。（南より）
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2）平安時代の土坑（第15・16図、写真31～36）

遺物の伴わない土坑もあるが、検出面が同じであることや、覆土などからの推定も含めている。

D23号土坑

調査区北西、Qあ－3．ダリットにある。長径1．5m短径1．0m深さ30cmを測り楕円形を皇す。覆

土は黒褐色土で下層には1cm大の炭化物を多く含み、焼土・灰も含んでいる。遺物はない。

D24号土坑

調査区北西Qあー3グリットにある。東西に水道管の撹乱溝が走っている。長径2．1m短径1．2

m深さ30cmを測り、楕円形を皇す。黒褐色土が覆土である。遺物は出土していない。

一D25号土坑・D26号土坑

調査区北西、Pこ－4ダリットにある。I）25号土坑は径70cm深さ16cmの不整な円形を皇す。覆

土は黒褐色土で焼土粒子を多く含んでいる。D26号土坑はD25号土坑に切られているが同色であ

るためはっきりしない。径50cm深さ19cmの円形を呈する。遺物は出土していないが、検出時に上

面より土器が出土している。図示した内面ミガキ黒色処理した椀と、図示できなかったが、内面

ミガキのみで胎土の粗雑な椀、Ⅱ19号住と同じ雑な弱いタタキ目を施した須恵器大要胴部片があ

る。

D27号土坑

調査区北西、Pこ－3グリットにある。径70cm深さ16cmの円形のもので、黒褐色土が入る土坑

である。上面より内外面ロクロ横ナデ調整の杯の破片が4片出土している。一つは外面にわずか

ながら墨書の痕がある。

D29号土坑

調査区北西、Qい－4グリットにある。径70cm、深さ25cmの円形を皇す。覆土は黒褐色土で下

面に厚く灰層の堆積がみられた。D29号土坑からは図示した、内外面ロクロ調整、底部回転糸切

りの杯形土器が出土している。胎土は粗雑で焼きはあまい。

3）時期不明の土坑

D28号土坑

調査区東端の北寄り、hい－8グリットにある。1．4×0．8mの不整方形を呈し、深さ16cmを測

る。黒褐色土に焼土粒子を含む。遺物は出土しない。

D30・31号土坑

調査区南西にあり、Tか－2グリットにある。D30・31号土坑は長軸1．4m幅60cmの隅丸長方

形と同じもので、深さが異なる。深さ84・40cmである。覆土の堆積も同じである。縞状にロームを

含む土がみられる。
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璽府
悪意頭

標高735．14m
（1：80）

D23土層説明

2m

1．黒褐色土（10YR2／3）

黒色土混じる。

2．黒褐色土（10YR2／2）

焼土、灰と炭化物1cm大多量に含む。

一
l
ト
「
－
…

r

J

I

1

‥

l

t

－

A
l

◎
P

A′

』嘱冒　彊引
標高735．24m

（1：80） 2m

D27土層説明

1 ．黒褐色土 （10Y R 2 ／ 3 ）

黒色土混 じる。

2 ．黒褐色土 （10Y R 2 ／ 2 ）

粘性 あ り。焼 土粒子含 む。

3 ．灰 白色土 （10Y R 7 ／ 1 ）

黒褐色土 、粒 子含 む。

標高735．74m
（1：80）　　　2m

D28土層説明

1 ．黒褐色土 （10 Y R 2 ／ 2 ）

2 皿～ 1 cm大 の黒色土 ブ ロック ・

焼土粒子含む。地 山は黒。

（1：80）　　　2m

D24土層説明

1 ．黒褐色土 （10Y R 2／ 3）

黒色土混じる。

2 ．灰白色土 （10Y R 7／ 1）

黒褐色土粒子含む。

標高735．24m
O　　　（1：80）

D29土層説明

2m

1．黒褐色土（10YR2／3）

やや砂質の緻密土。

2．黒裾色土（10YR2／3）

黒褐色土に灰白色（10YR7／1）の灰含む。

3．黒褐色土（10YR2／2）

地山の黒色土含む。

ー
l
l
l・二
三 ⑳

〃

一

　

旦

標高735．24m
（1：80）　　　2m

D25・26土層説明

1．黒褐色土 （10Y R 2／ 2）

焼土粒子多い。

2 ．灰白色土 （10Y R 7／ 1）

黒褐色土粒子含む。

3 ．黒褐色土 （10Y R 2／ 2）

粘性あり、焼土粒子含む。

旦ノ禽旦′
12　A′

義表；べ土
標高735．24m

（1：80）　　　2m

焼土土層説明

1 ．暗赤褐 色土 （5 Y R 3 ／ 4 ）

焼土 。

2 ．極 暗褐 色土 （7．5 Y R 2 ／ 3 ）

焼土含 む。

1 ．黒褐 色土 （10Y R 2 ／ 2 ）

砂質 ローム多 く含む。

2 ．にぷい黄褐 色土 （10 Y R 4 ／ 3 ）

砂質 ローム主体 に黒色土 しまで入 る。

3 ．黒褐 色土 （10Y R 2 ／ 3 ）

砂 質ローム含 む。全体に砂質 で、 1 ～ 3 cm厚 さの しま状態 で堆積す る。

第15図　D23～D31号土坑・焼土実測図
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と二王葺1

9　　　．　　1P皿

第16図　土坑出土土器実測図

焼土

調査区北西の土坑群の間に焼土範囲がある。Qい

－4ダリット。半分はトレンチで削ってないが、径

54cmの円形範囲で焼土がみられた。遺物はない。

写真31D23号土坑（東より） 写真32I）24号土坑（東より）

写真33　手前25・26号土坑。右上D27号
土坑。Pl。（南より）

写真34I）23～D27号土坑全景
（北西より）

写真35　D28号土坑（東より）
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第3節　溝状遺構（第17図、写真37・38）

調査区の北側の低いところにM3・M4号溝状遺構がある。

M3号帯状遺構は北東から南西に向かうもので、東の曽根新城遺跡Ⅲ地区から続くものである。

幅2．5～3m深さ70cm前後を測る。断面形は低くなる北西ではU字形になるが大半は緩くきて下

部が垂直に近く落ちている。覆土は砂質の黒褐色土である。遺物は弥生時代の賓破片3片がある。

M4号溝状遺構はMlより少し南の高いところをMlと同方向に流れる細く浅い清である。幅

80cm前後深さ12～24cmを測る。覆土は砂質の黒褐色土と底面近くに砂層があったd遺物は内外面

ロクロ検ナデの杯片2と須恵器の聾片1が出土している。
調　査区　外

㊨

（1：400）　10m

、－∴∴〕
ム

旦　32　旦

感蛮

ご♂‡ク

M3土層説明1．黒褐色土（10YR2／3）　　　　　　　　　　　　3．黒色土（10YRl．7／1）　5．暗褐色土（10YR3／4）
細かい土。灰黄褐色のシルト質土含む。砂質。　砂質層。　　　　　　　砂層。細かいものから～5皿大まで。

2．黒褐色土（10YR2／2）　　　4．灰責褐色土（10YR5／2）　6．黒色土（10YRl．7／1）　　　　　　7．にぷい黄褐色土（10YR4／3）
地山の黒色土を含む。砂質。　シルト質土。　　　　　　細かいパミス粒を含む。粘性あり。　漸移層。ローム。

M4土層説明1．黒褐色土（10YR2／3）　2，暗褐色土（10YR3／3）　　　　3，暗褐色土（10YR3／3）
細かい土。砂質。　　　砂層。1Ⅲ大の細かい砂。　　地山の黒色土と、灰黄褐色のシルト質土と1層混じる。

第17図　M3・M4号清状遺構実測図
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第Ⅴ章　調査のまとめ

縄文時代

縄文時代前期とされている落し穴が4基検出された。楕円形を呈し、底面に杭状の木を埋めた

ピットを残すものであるが、2基に良好例がみられた。ピットを掘って杭状の木を埋めた様子が

ピットを断ち割ることで明確に看取できた（D19・D22）。I）22から黒曜石製の石錐が出土し、遺

構から伴出したことは遺物の少ない落し穴としては貴重である。縄文の集落のない曽根新城遺跡

や上久保田向遺跡から前期の土器が拾えることに関連しているものと思われる。

平安時代

竪穴住居地

3300崩の中に2棟という散村を思わせる分布である。土器などより11世紀末から12世紀にかけ

ての住居址であろうと設定してみた。南東隅カマド、長方形化した住居祉形などは曽根新城遺跡

では中心となっている（詳細は区画整理事業の報告まで待ちたい）。近隣では上久保田向遺跡Ⅳ

地区Ⅱ14・16号住居址、上聖端遺跡Ⅱ46号住居牡、南上中原・南下中原遺跡Ⅱ4・H5・Ⅱ11号

住居址、Tal・2竪穴状遺構が報告されている。未報告の遺跡でも聖原遺跡・高山遺跡などに

ある。（三石宗一氏による。）

類例が他の時期に比べて少ないが、竪穴住居址の平安時代末から中世にかけて資料が集積され

てきたことは今後に期待できる。

遺物

ここでは今後の資料として器種構成と土器の数値を示し、簡略なまとめをしておきたい。

H19　　賓・羽釜・杯・小皿・椀破片・皿ナシ・須恵器大賓片・灰粕陶器壷片

Ⅱ20　　賓ナシ・羽釜・杯・小皿・椀・皿（コウダイッキ）・須恵器賓片・灰粕陶器ナシ

Ⅱ20の小皿は器高が低く口径が大きい。皿器形がない。

Ⅱ19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅱ20

杯　　　　　　　　小皿　　　　　　　杯　　　　　　　　小皿

口径14．0～14．2cm　　口径8．6～9．5cm　　口径15．0～15．4cm　　口径9・0～9・4cm

器高4．6～5．1cm　　器高2．1～2．6cm　　器高4．1～4．6cm　　器高2・1～2・3cm

底径6．1～7．0cm　　底径4．2～5．2cm　　底径7．0～7．4cm　　底径4・8～5・4cm

小皿の数値は南上中原・南下中原遺跡のⅡ11の数値の範囲内に入る。
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Ⅱ19号住居址　賓が多い。

杯に5のように小さい底部から直線的に開くものと、6のように内湾気味に開

くものとある。

小皿は2種あり、細身のものと肥厚したものがある。

Ⅱ20号住居址　杯類が多い。杯は底径7．0cmに数値が集まり、一定している。直線的に外傾す

る。

小皿は内稜を持って外債する。高台の付く杯の皿は小型で口綾部は外反気味で

ある。

杯・小皿・椀の胎土は粉末質の細かいものである。

これらより2棟は同時期ではあるがⅡ20号住居址がやや新しい様相を持っていると思われる。し

かし、決定的要素はない。Ⅱ19の小皿は南上中原・南下中原遺跡のⅡ11（白磁椀などから12世紀

前半に比定している）の小皿に同じものがある。柱状高台はみられない。底部径が一定化してい

ることから「底部柱状作り」の製作技法が推測される。

土坑群

北西にあるD23～D27・D29・焼土範囲は遺物の伴うものから判断すると平安時代末のもので

ある。住居址が削平されて下の土坑が残ったのかはわからないが、一群をなしている。

第18図　曽根新城遺跡Ⅴ地区の杯類
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竪穴住居地一覧表

番号 規　　 模 主軸方位 カマド 形 態 柱 穴 床 の 状態 覆‘　 土　　 他 位 置

H 19 ‘5．1×4．2×0．2m N －18。－W 南東
隅　 丸

長方形
3 堅い貼り床

土坑2

黒色土。下に旧住居あり。

P

き－7

I王20 5．0×4．5×0．2m N －30。－W 南東
隅　 丸

長方形
4 堅い貼り床

土坑 1。床下土坑 1。

黒色土。下に旧住居あり。

P

うー 1

土坑一覧表

番 号 規　　　 模 形　 態 覆　　　 土 そ　　　 の　　　 他 位　 置

D 19 3．0 ×1．4×0 ．46m 楕円形

黒色土 ・褐 色土 ・にぷい 底面 に杭痕 3 ケあ り。一 辺 8 皿 大 。
P あ ー－10

黄褐 色 ローム ピッ ト径 15～22cm深さ48C皿。

D 20 （2．5）×1．4 ×0．4m ／／ ／／

底面 に ピッ トな し。
0 け － 8

D 21 3 ．0×（1．3）×0．56m ／／ ／／

浅い ピッ ト3 ケあ り。

P こ－ 7

D 22 3．1 ×1．7 ×0．7m ／／ ／／

杭痕 2 ケあ り。ピッ ト径16 ・20cm深 さ

50cm。

P え．「 4

D 23 1．5 ×1．0×0．3m ／／

黒褐 色土 。下層に炭化物 ・

焼土 ・灰含む。

Q あー 3

D 24 2．1 ×1．2 ×0．3m ／／ 黒褐 色土 ／／

D 25 0．7 ×－ ×0．16m 不整 円形

黒褐 色土。焼土粒子多 く

含 む。
P こ－ 4

D 26 0．5 ×－ ×0．19m 円　 形 黒褐 色土 ・黒色土 ／！

D 27 0．7 ×－ ×0．16m ／／ ／／ P こ－ 3

D 28 1．4 ×0．8×0 ．16m 隅丸長方形

黒 褐 色 土 ・焼 土 粒 子 含

む。
h い－ 8

D 29 0．7×－ ×0．25m 円　 形

黒褐色土 ・下層 に灰を含

む。
Q い－ 4

D 30 1．4 ×0．6×0 ．84m 隅丸長方形
黒褐色土 ・褐色土 しま状

に堆積

T か－ 2

D 31 1．4 ×0．6×0 ．52m ／／ ／／ ／／

－33－



曽根新城遺跡Ⅴ地区土器一覧表

H19号住居址

番 号‾器 種
法　　 皇

器　 形　 の　 特　 徴 調　　　　　 整 備　　　　　 考
口径 器 高 底 径

1
ハジ

9 ．5 2 ．6 4 ．4
直線的に開き、端 部ナデ面取 内 ・外面 ロク ロヨコナデ。 ほぼ完形。色調2 ．5YR5／4にぷい赤褐色。

小皿 ・サす る。 底部 回転糸切 り。 胎土粉末質の細 かいもの。

2
′、ジ

8 ．6 2 ．3 4 ．2 ・ ／／
ロク P ヨコナデ。 ÷残。色調 2．5YR 5／4にぷ い赤褐 色。胎 土

小皿 底部 回転 糸切 り。 粉末質の細 かいもの。

3
ハジ

9 ．3 2 ．1 5 ．2
分厚 い。口縁部外反気味。端 ロクロヨコナデ。 ÷残。色調 5Y R6／6 橙色。胎 土粗雑。1～ 5皿

小皿 部丸 みあ り。 底部 回転 糸切 り。 の砂粒含む。

4
ハジ

9 ．0 2 ．1 4 ．7
ゆがみが著 しい。 ロク ロヨコナデ。 内面 に沈線 有 り。 底 ÷残 。色調 10YR5／3にぷい黄褐色。胎土粉

小皿 分厚 い。 部 回転 糸切 り。 末質の細 かいもの。

5
ハジ

14 5 ．1 6 ．1
口綾部直線 的に外債。端部 は ロク P ヨコナデ。底部 回転 糸切 り。ロク ＋残。色調2 ．5YR4／6赤褐 色。胎土緻密。

杯 外反気 味。 底部小 さい。 ロ痕顕著。色調 内面 5YR2／1黒褐 色土。

6
ハジ

14 ．2 4 ．6 7 ．0
口縁部 内湾 気味 にたちあが り ロクロヨコナデ。 ÷残。色調 5YR5／6 明赤褐 色。胎土粗い砂

杯 端部 は外反 気味。 底部 回転 糸切 り。 粒含 む。

7
ノ、ジ

11 10 ．8 －
内面 ヨコナデ。外面 へ ラケズ リ、 ミガ 底部 ＋。色調 5YR4／4 にぷ い赤褐 色胎土 1

要 キ （胴上部） 皿細 かい石英粒 まれに 3 ～ 5皿粗 い砂 粒

H20号住居祉

番 号 器 種
法　　 量 ・

器　 形　 の　 特　 徴 調　　　　　 整 備　　　　　 考
口径 器 高 底 径

1
・ハ ジ

9 ．4 2 ．1 5 ．4
P クロヨコナデ。 ÷残。色調7 ．5YR6／4 にぷ い橙色。胎土 粉

小皿 底部 回転糸切 り。 末質 の細か いもの。

2
ハ ジ

9 ．3 2 ．4 5 ．0
内稜有 り。 ロクロヨコナデ。 ÷残。色調 10YR6／4 にぷい黄橙 。胎土粉 末

小皿 底部 回転糸切 り。 質 の細か いもの。

3
ハ ジ

9 ．0 2 ．3 4 ．8
内稜有 り。 ロクロヨコナデ。 ÷残。色調5YR6／6橙色 。胎土 粉末 質の細

小皿 底部回転糸切 り。 かい もの。

4
ハ ジ

小皿
9 ．2 2 ．3 4 ．5

ロクロヨコナデ。

底部回転糸切 り。

＋残。色調7 ．5YR6／6橙色。胎土緻密。

5
ノ、ジ

15 ．2 4 ．1 7 ．0
口綾部直線的に外債。 ロクロヨコナデ。 ＋残。色調7 ．5YR7／4に ぷ い橙 。胎 土粉末

杯 底部回転糸切 り。 質の細かい もの。

6
ハ ジ

15 ．2 4 ．6 7 ．0
口縁部やや 内湾気味に外債。 ロクロヨコナデ。 ＋残。色調7 ．5YR7／4に ぷい橙 色。胎 土粉

杯 底部回転糸切 り。 末質の細かい もの。

7
ハ ジ

15 ．0 4 ．6 7 ．0
口綾部 内湾気味に外債 し、上 ロク．ロヨコナデ。 ＋残。色調5YR7／4にぷ い橙 色。胎土 粉末

杯 部で外反気味にな る。 底部回転糸切 り。 質の細かい もの。

8
ハ ジ

15 ．4 4 ．3 7 ．0
口綾部 内湾気味に外傾。 ロクロヨコナデ。 ＋残。色調7 ．5YR〟2灰褐 色。胎土粉 末質

杯 底部回転糸切 り。 の細かい もの。

9
ハ ジ

－ 4 ．3 7 ．2
ロクロヨコナデ。内面 ロクロ痕顕著。 胴～底部 ＋残。色調5YR7／4 にぷい橙 色。

杯 底部回転糸切 り。 胎土粉末質の細かい もの。

10
ハ ジ

－ 4 ．0 7 ．4
ロクロヨコナデ。 底部完。色調7 ．5YR7／4 にぷ い橙色。胎土

杯 底部回転糸切 り。 粉末質の細かい もの。

11
ハ ジ

－ 2．1 7 ．0
ロクロヨコナデ。 底部完。色調7 ．5YR6／6橙 色。胎 土粉 末質

杯 底部回転糸切 り。 の細かい もの。

12
ハジ

－ 2．7 7 ．0
ロクロヨコナデ。 底部完。色調7．5YR7／4 にぷ い橙色。胎土

杯 底部回転糸切 り。 粉末質の細かい もの。

13
ハジ

16 ．4 4．9 7 ．0
口縁部直線的に外債。 内外面 ミガキ。 完形。色調2＿．5YR6／6橙色 。胎土 粉末 質 の

杯 底部回転糸切 り→ ミガキ。 細かい もの。

14
ハジ

－ 2．0 6 ．0
高台付皿。 ロクロヨコナデ。 底部ヰ残。色調5YR6／6橙 色。胎 土粉 末質

皿 小型晶。 の細かい もの。

15
ハジ

9．4 3．2 5 ．8
高台付皿。小型晶。 口縁端部 ロクロヨコナデ。 ÷残。色調5YR6／6橙色。胎 土石英粒含む。

皿． 外反気味に開 き、平になる。 底部貼 り付け高台。

16
ハジ

15 ．6 4．8 －
“高台付∴ ロクロヨコナデ。 ＋残。色調7．5YR7／6橙色 。胎土 粉末 質の

椀 底部回転糸切 り→貼 り付け高台 細かい もの。

17
スエ
寮 － － －

口綾部のみ。 外面櫛措文 （4 本）。

内面ナデ。

口縁破片。色調2．5Y6／2灰 黄色。胎土緻密

土　坑

番号 器種
法　　 量 器　 形　 の　 特　 徴 調　　　　　 整 備　　　　　 考

口径 器高 底 径

1
ハジ

2．1 6．0
D 25 ・26 内面ミガキ黒色処理。外面ロクロヨコナ 底部完。高台部÷残。色調10YR6／4にぷい

椀 高台付

i＿．

デ。底部貼 り付け高台。色調内面10YRl．7

・れ黒色。

黄橙色。胎土緻密。

2 ハジ
－ 3．0 6．0 D 29 ロクロヨコナデ。 底部与残。色調5YR7／6橙色。胎土1皿大の

杯 底部回転糸切 り。 粗い砂粒含む。

ー34－



曽根新城追跡航空写真（○印が曽根新城Ⅴ地区）左手の調査中の所は上久保田向Ⅲ・Ⅳ地区であ
る。（朝日航洋社撮影）（東より）

曽根新城付近航空写真（○印が曽根新城Ⅴ地区）（朝日航洋社撮影）（西より）



H19，7－1小皿 H19，7－2　小皿

L：、．．＿、！．．こ

打19，7－7

唯一

H20　凹みを持つ軽石、H19　スリ面のある　　M2黒曜石剥片、D22黒曜石石錬

安山岩（カマド）、H20　砥石（疑灰岩）
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